
本
文
中
に
費
用
な
ど
の
記
載
が
な
い
も
の
は
、
原
則
と
し
て
無
料
。�

＝
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ�

＝
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス�

HP
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◎ポイ捨てのないきれいな宇都宮を ごみのないきれいなまちは、住む人に誇りと自信、来訪者に「来て
良かった」「また来たい」と、好感を与えます。決められた場所以外にはごみを捨てない、ごみは持ち帰る
といった基本的なマナーを守り、「きれいな宇都宮」の実現にご協力をお願いします。Yごみ減量課
1(632)2416

住
ま
い

中
心
市
街
地
へ
転
居
・
転
入
す
る

若
年
夫
婦
世
帯
へ

家
賃
の
一
部
を
補
助
し
ま
す

■
補
助
対
象
世
帯

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
し
て

い
る
夫
婦
世
帯
。

▽
転
居
・
転
入
　
新
た
に
中
心
市

街
地
（
地
図
z
）
に
転
居
・
転
入

（
住
民
登
録
）
し
た
世
帯
。
ま
た

は
、
転
居
・
転
入
し
た
日
以
後
１

年
以
内
に
婚
姻
し
た
世
帯
（
新
婚

世
帯
）。

▽
若
年
夫
婦
世
帯
　
平
成
20
年
３

月
31
日
現
在
、
夫
婦
ど
ち
ら
も
40

歳
未
満
。

▽
対
象
住
宅
　
民
間
賃
貸
住
宅
お

よ
び
特
定
優
良
賃
貸
住
宅
が
対
象

で
す
。
た
だ
し
、
市
営
住
宅
な
ど

の
公
的
住
宅
、
社
宅
な
ど
の
給
与

住
宅
、
借
主
（
契
約
者
）
が
会
社

名
義
の
住
宅
や
、
親
族
が
所
有
し
、

か
つ
居
住
す
る
住
宅
は
対
象
外
。

▽
所
得
基
準
　
平
成
18
年
分
の
世

帯
全
員
の
月
額
所
得
が
基
準
以
下

（
２
人
世
帯
の
例
＝
年
間
収
入
額

748
万
８
８
８
９
円
、
年
間
所
得

額
554
万
円
以
下
）。

▽
そ
の
他
　
世
帯
全
員
が
次
の
要

件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
。

①
住
宅
の
賃
貸
借
契
約
の
名
義
は
、

夫
婦
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
こ
と
②

過
去
１
年
以
内
に
夫
婦
の
い
ず
れ

も
（
新
婚
世
帯
に
お
い
て
は
、
夫

婦
の
い
ず
れ
か
）
が
中
心
市
街
地

内
に
居
住
し
た
こ
と
が
な
い
こ
と

③
中
心
市
街
地
内
に
居
住
す
る
こ

と
が
で
き
る
住
宅
を
所
有
し
て
い

な
い
こ
と
④
市
税
の
滞
納
が
な
い

こ
と
。

■
補
助
内
容

▽
補
助
金
　
実
質
家
賃
額
（
家
賃

か
ら
住
宅
手
当
や
公
的
制
度
に
よ

る
家
賃
補
助
を
差
し
引
い
た
額
）

の
２
分
の
１
（
上
限
３
万
円
）。

▽
補
助
期
間
　
転
居
・
転
入
日

（
ま
た
は
婚
姻
届
出
日
）
の
翌
月

を
起
算
月
と
し
、
60
月
を
限
度
。

60
月
を
経
過
す
る
時
点
で
義
務
教

育
終
了
前
の
子
ど
も
が
い
る
場
合

は
、
36
月
ま
た
は
義
務
教
育
終
了

前
ま
で
の
期
間
の
う
ち
少
な
い
方

の
期
間
を
限
度
に
延
長
可
。

▽
補
助
金
の
支
払
い
　
家
賃
な
ど

の
支
払
い
を
確
認
の
上
、
年
３
回

に
分
け
て
指
定
口
座
に
振
り
込
み

ま
す
。

■
申
請
方
法

住
宅
課
（
市
役
所
９
階
）、
上

河
内
・
河
内
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー

（
旧
町
役
場
）、
各
地
区
市
民
セ
ン

タ
ー
・
出
張
所
に
置
い
て
あ
る
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
確
認
の
上
、
申
請

書
・
必
要
書
類
を
持
参
し
、
直
接
、

住
宅
課
（
土
・
日
曜
日
、
祝
休
日

を
除
く
）
へ
。
た
だ
し
、
転
居
・

転
入
（
ま
た
は
婚
姻
届
出
日
）
後

３
カ
月
を
経
過
し
て
の
申
請
は
で

き
ま
せ
ん
。

Y
住
宅
課
1(
632)

２
５
５
２
・
２

７
３
５

宅
地
（
保
留
地
）
を

販
売
し
ま
す

▽
宅
地
　
城
東
土
地
区

画
整
理
地
内（
簗
瀬
町
）。

地
籍
・
価
格
は
下
表
の

通
り
。

▽
販
売
方
法
　
抽
選
に

よ
る
販
売
。

▽
抽
選
日
時
　
11
月
20
日(

火)

午

後
２
時
〜
（
受
付
＝
午
後
１
時
30

分
〜
２
時
）。

▽
申
込
　
11
月
12
〜
18
日
の
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
７
時
（
土
・
日

曜
日
は
午
後
５
時
ま
で
）
に
、
印

鑑
持
参
の
上
、
直
接
、
東
部
区
画

旭１丁目、池上町、泉町、一番町、今泉１・２丁目、駅前通り１～３
丁目、江野町、大曽１丁目（１番）、大曽２丁目（４～９番）、大通り１
～５丁目、小幡１丁目、川向町、清住２丁目、栄町、三番町、宿郷１・
２丁目、千波町、昭和３丁目、中央本町、中央１～３・５丁目、伝馬町、
仲町、中河原町、西１・２丁目、二番町、塙田１～３・５丁目、塙田４
丁目（８・９番）、馬場通り１～４丁目、東宿郷１・２丁目、東戸祭１丁
目、二荒町、本町、本丸町、曲師町、松が峰１丁目、松が峰２丁目
（１～５番）、南大通り１・４丁目、宮町、宮園町、元今泉１丁目。�

z中心市街地の範囲（　　部分）�

競輪場通り�

八幡山公園八幡山公園�

宇
商
通
り

宇
商
通
り�

水上公園水上公園�

田
川
田
川�

JR�
宇都宮駅宇都宮駅�

大通り大通り�

二荒山二荒山�
●神社●神社�

●県庁●県庁� 県庁前通り県庁前通り�

錦中央公園錦中央公園�

東武東武�
宇都宮駅宇都宮駅�いちょう通り�市役所�

宇都宮城址宇都宮城址�
　  公園公園�

清
住
町
通
り

清
住
町
通
り�

競輪場通り�

八幡山公園�

宇
商
通
り�

東
京
街
道�

水上公園�
田
川�

JR�
宇都宮駅�

大通り�

二荒山�
●神社�

●県庁� 県庁前通り�

錦中央公園�

東武�
宇都宮駅�いちょう通り�市役所�●�

宇都宮城址�
　  公園�

清
住
町
通
り�

Ｎ�

▽申込　住宅課（市役所９階）、上河内・河内地域自治センタ
ー（旧町役場）、各地区市民センター・出張所に置いてある申
込用紙に必要事項を書き、11月７日（土・日曜日、祝休日を除く）
までに必要書類とともに直接、住宅課へ。抽選会は11月12日。
▽その他　詳しくは、住宅課、各地域自治センター・地区市民
センター・出張所で配布している募集案内パンフレットをご覧く
ださい。また、入居は12月１日以降になります。�

※瑞穂野・宝木・富士見の浴槽・釜の設置費用は自己負担。�
※単身入居の場合、昭和31年4月1日以前生まれなどの条件あり。�
※申し込み時に階層の指定は不可。�
Y住宅課1(632)2553

市営住宅の入居者を募集�

住宅� 所在地�戸数�階層�タイプ�浴槽�駐車場� 備　考�

下　栗�
　�
　�
瑞穂野�
　�
宝　木�
富士見�

下栗１丁目
　�
　�
瑞穂2丁目�
　�
宝木町2丁目
富士見町�

4

1

3

2

3

2

有�
有�
なし�
なし�
なし�
なし�

有�
有�
有�
有�
有�
なし�
�

�
　�
単身入居可�
単身入居可�
　�
単身入居可�

３ＤＫ�
３ＬＤＫ
3ＤＫ�
２ＤＫ�
3ＤＫ�
２Ｋ�

2・3
５�
２・３・５
簡耐２階建て
４・５
１・２�

地積（㎡）�価格（円）�
202.08 21,824,640



ま
い
・
環
境�

 

安
全
・
交
通�

住�

整
理
事
業
課
（
市
役
所
10
階
）
1

(
632)
２
８
６
５
へ
。

環
　
境

ご
参
加
く
だ
さ
い

リ
サ
イ
ク
ル
講
座

▽
講
座
名
・
日
時
・
定
員
・
費

用
・
内
容
・
申
込
受
付
日
　
左
下

表
の
通
り
。

▽
会
場
　
環
境
学
習
セ
ン
タ
ー

（
茂
原
町
）。

▽
対
象
　
宇
都
宮
市
・
上
三
川

町
・
下
野
市
（
旧
石
橋
町
に
限
る
）

に
在
住
の
人
。

▽
申
込
　
各
講
座
申
込
受
付
日
の

午
前
10
時
ま
で
に
、
費
用
を
添
え

て
、
直
接
、
環
境
学
習
セ
ン
タ
ー

へ
。
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
。

定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
、
午
前

10
時
30
分
か
ら
電
話
で
も
申
込
可
。

Y
環
境
学
習
セ
ン
タ
ー
1(

655)

６

０
３
０

環
境
の
こ
と
考
え
て
み
よ
う

11
月
の
環
境
講
座

z
あ
な
た
の
愛
を
包
む
風
呂
敷
包

み
講
座

▽
日
時
　
11
月
８
日(

木)

午
前
10

時
〜
正
午
。

▽
会
場
　
環
境
学
習
セ
ン
タ
ー
。

▽
内
容
　
い
ろ
い
ろ
な
風
呂
敷
の

包
み
方
。

▽
定
員
　
先
着
20
人
。

▽
持
ち
物
　
大
・
中
・
小
の
風
呂

敷
（
ス
カ
ー
フ
・
ハ
ン
カ
チ
で
も

可
）。

x
冬
の
鬼
怒
川
の
魚
を
観
察
し
よ

う▽
日
時
　
11
月
10
日(

土)

午
前
10

時
〜
正
午
（
増
水
・
雨
天
中
止
）。

▽
集
合
　
石
井
緑
地
（
石
井
町
）。

▽
内
容
　
冬
の
鬼
怒
川
の
魚
を
観

察
。

▽
定
員
　
先
着
15
組
。

▽
持
ち
物
　
ぬ
れ
て
も
よ
い
服
装
、

着
替
え
、
軍
手
。

c
森
で
遊
ぼ
う

▽
日
時
　
11
月
17
日(

土)

午
前
９

時
30
分
〜
正
午
（
雨
天
中
止
）。

▽
集
合
　
み
ず
ほ
の
中
央
公
園
駐

車
場
（
瑞
穂
３
丁
目
）。

▽
内
容
　
雑
木
林
の
中
で
五
感
を

使
っ
た
ゲ
ー
ム
を
し
ま
す
。

▽
定
員
　
先
着
15
組
。

▽
持
ち
物
　
飲
み
物
、
帽
子
、
動

き
や
す
い
服
装
。

v
自
然
の
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
で
遊
ぼ

う▽
日
時
　
11
月
24
日(

土)

午
前
９

時
30
分
〜
正
午
（
雨
天
中
止
）。

▽
会
場
　
環
境
学
習
セ
ン
タ
ー
。

▽
内
容
　
自
然
の
中
の
虫
や
植
物

を
探
し
、
ビ
ン
ゴ
カ
ー
ド
の
升
目

を
埋
め
る
ゲ
ー
ム
を
し
ま
す
。

▽
定
員
　
先
着
15
組
。

▽
持
ち
物
　
帽
子
、
歩
き
や
す
い

服
装
、
雨
具
。

b
映
画
「
不
都
合
な
真
実
」
鑑
賞

会▽
日
時
　
12
月
８
日(

土)

午
前
９

時
30
分
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
３

時
30
分
の
２
回
。

▽
会
場
　
ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
茂
原

（
茂
原
町
）。

▽
内
容
　
映
画
「
不
都
合
な
真
実
」

の
鑑
賞
と
高
橋
若
菜
さ
ん
（
宇
都

宮
大
学
准
教
授
）
に
よ
る
解
説
。

▽
定
員
　
各
回
100
人
（
定
員
を

超
え
た
場
合
は
抽
選
）。

■
対
象

宇
都
宮
市
・
上
三
川

町
・
下
野
市
（
旧
石
橋
町
に
限
る
）

に
在
住
の
小
学
生
以
上
の
人
（
小

学
生
は
保
護
者
同
伴
）。

■
申
込

z
〜
v
は
、
電
話
で
、

環
境
学
習
セ
ン
タ
ー
1(

655)

６
０

３
０
へ
。
b
は
、
往
復
は
が
き
に

代
表
者
の
氏
名
・
住
所
・
電
話
番

号
・
参
加
人
数
（
５
人
ま
で
）
・

希
望
す
る
時
間
を
書
き
、
11
月
20

日
（
消
印
有
効
）
ま
で
に
、
〒

321-

0126
茂
原
町
777
│
１
環
境
学
習

セ
ン
タ
ー
へ
。

Y
環
境
学
習
セ
ン
タ
ー
1(

655)

６

０
３
０

廃
食
油
か
ら

粉
せ
っ
け
ん
を
作
ろ
う

▽
日
時
　
11
月
28
日(

水)

午
前
９

時
〜
午
後
３
時
。

▽
会
場
　
河
内
リ
サ
イ
ク
ル
せ
っ

け
ん
づ
く
り
体
験
館
（
上
田
原

町
）。

▽
内
容
　
廃
食
油
で
粉
せ
っ
け
ん

を
作
り
ま
す
。

▽
対
象
　
市
内
に
在
住
の
人
。

▽
定
員
　
先
着
15
人
。

▽
持
ち
物
　
昼
食
、
長
袖
、
長
ズ

ボ
ン
、
軍
手
、
頭
に
か
ぶ
る
タ
オ

ル
、
マ
ス
ク
、
ゴ
ム
手
袋
、
粉
せ

っ
け
ん
を
入
れ
る
袋
、
廃
食
油
。

▽
申
込
　
11
月
16
日
ま
で
に
、
電

話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
（
氏
名
・
住

所
・
電
話
番
号
）
で
、
河
内
地
域

自
治
セ
ン
タ
ー
地
域
づ
く
り
課
1

(

671)

３
２
０
７
、
6(

671)

３
２
２

０
へ
。

◎応急手当講習会 ▽日時・会場　11月11日(日)・平成20年２月10日(日)＝南消防署、12月９日(日)＝中
央消防署、平成20年１月13日(日)＝西消防署、時間はいずれも午前９時～正午▽内容　傷病者観察要領、
気道確保要領、心肺蘇生法、ＡＥＤ（自動体外式除細動器）使用法などの普通救命講習▽対象　15歳以上
の人▽定員　各先着30人▽申込　開催日の３カ月前から電話で各会場の消防署へ。Y南消防署
1(653)0119、中央消防署1(625)5500、西消防署1(647)0119
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（篠井ニュータウン）�
ふれあいひまわりタウン分譲中�

■販売区画数　168区画（全310区画）。
■平均区画面積　235㎡（71坪）。�
■土地分譲価格　667万円（1区画）～。�
■最多価格帯　700万円台（86区画）。�
■その他　土地購入者に50万円分ギフト券プレゼント。紹介者�
　　　　　制度（成約した場合、  謝礼金10万円）。�
■申込・資料請求　市土地開発公社（市役所５階用地課内）
で随時受け付けます。資料請求や問い合わせは同公社
1(632)2174へ。　 http://www16.ocn.ne.jp/̃shinoint/HP

リサイクル講座� 時間：午前10時～正午�

古い布を利用し
て昔ながらの草
履を作ります。�

純銀粘土をこね
て形を作り、不用
なガラスをのせて
クリスマスアクセ
サリーを焼きます。�

古布から草
履作り講座�

純銀粘土で
アクセサリー
をつくろう�

1 1月1 6日�
（金）・17日�
（土）（全2
回）�

1 1月2 2日�
12月６・20
日（全３回・
木）�

古いジーンズか
らカフェエプロン
を作ります。�
裂いた布を編ん
でバッグ、マット、
小物などを作り
ます。�

11月９日�
（金）�

20人
150円�

古い布を重ねて
縫い合わせ独
特の風合いを
作り出しバッグを
作ります。�

スラッシュキ
ルト講座（経
験者対象）�

11月20・27日
12月４日�
（全３回・
火）�

11月６日�
（火）�

11月８日�
（木）�

16人
1,200円�

16人
2,000円�

ジーンズでカ
フェエプロン
をつくろう�

12月８日�
（土）�

11月24日
（土）�

16人
無料�

裂き編み講
座�

12月7・14日�
（全２回・金）�

11月23日
（金・祝）�

16人
無料�

講座名� 日　時�定員�費用� 内　容� 申　込�
受付日�



本
文
中
に
費
用
な
ど
の
記
載
が
な
い
も
の
は
、
原
則
と
し
て
無
料
。�

＝
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ�

＝
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス�

HP
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◎消防団員募集中　今、あなたを求めています ▽対象　市内在住の18歳以上の健康な人で、体力に自信
がある人。性別は問いません▽身分　特別職の地方公務員。入団・退団は本人の自由で、個人としての活
動は制約されません▽待遇など　①年額報酬、出動手当②公務中の災害補償、共済制度③退団時の報償金
など。申し込み方法など詳しくは、消防本部総務課1(625)5500(内線207)へ。

環
　
境

使
用
済
み
食
用
油
の

回
収
を
始
め
ま
す

姿
川
・
雀
宮
地
区
市
民
セ
ン
タ

ー
所
管
の
地
域
に
お
住
ま
い
の
皆

さ
ん
を
中
心
に
、
使
用
済
み
、
消

費
・
賞
味
期
限
切
れ
の
食
用
油
の

回
収
を
行
い
ま
す
。

回
収
し
た
油
は
、
市
の
ご
み
収

集
車
の
燃
料
と
し
て
再
利
用
し
ま

す
。
ま
た
、
油
の
回
収
・
精
製
作

業
を
障
が
い
者
施
設
に
委
託
し
、

障
が
い
者
の
就
労
機
会
の
提
供
に

も
取
り
組
み
ま
す
。

▽
出
し
方
　
使
用
済
み
の
食
用
油

は
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
詰
め
て
回

収
先
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
未
開

封
の
油
に
つ
い
て
は
、
そ
の
ま
ま

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

▽
回
収
先
　
オ
ー
タ
ニ
五
代
店
・

鶴
田
店
・
雀
宮
店
、
た
い
ら
や
五

代
店
・
鶴
田
店
・
西
川
田
店
、
と

ち
ぎ
コ
ー
プ
生
協
若
松
原
店
、
ヨ

ー
ク
ベ
ニ
マ
ル
若
松
原
店
・
西
川

田
店
。
な
お
、
た
い
ら
や
、
ヨ
ー

ク
ベ
ニ
マ
ル
に
は
、
回
収
ボ
ッ
ク

ス
を
店
内
に
常
設
し
ま
す
。
と
ち

ぎ
コ
ー
プ
で
は
、
カ
ウ
ン
タ
ー
で

の
預
か
り
。
オ
ー
タ
ニ
は
、
指
定

日
に
店
頭
で
の
回
収
。
姿
川
・
雀

宮
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
、
富
士

見
・
明
保
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
、
環
境
学
習
セ
ン
タ
ー
、

南
清
掃
セ
ン
タ
ー
、
ク
リ
ー
ン
パ

ー
ク
茂
原
、
市
役
所
本
庁
舎
で
は

回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
施
設
内
に
設
置

し
ま
す
。

Y
ご
み
減
量
課
1(

632)

２
４
１
６

ご
み
が
捨
て
ら
れ
に
く
い

環
境
づ
く
り
を

一
度
ご
み
が
捨
て
ら
れ
る
と
、

ご
み
が
ご
み
を
呼
び
さ
ら
に
捨
て

ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
事
態
を
未
然
に
防
ぐ

に
は
、
さ
く
を
設
け
る
、
草
を
刈

る
な
ど
の
対
策
が
効
果
的
で
す
。

ま
た
、
市
内
７
地
区
で
は
、
住

み
よ
い
生
活
環
境
を
守
る
た
め
、

地
域
で
監
視
パ
ト
ロ
ー
ル
や
情
報

交
換
の
場
を
設
け
、
不
法
投
棄
の

未
然
防
止
･
早
期
発
見
を
図
っ
て

い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
監
視
の
目
が
、
ご
み

を
捨
て
ら
れ
に
く
い
環
境
を
つ
く

り
ま
す
。
今
後
と
も
、
環
境
づ
く

り
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

Y
廃
棄
物
対
策
課
1(

632)

２
９
２

９
事
業
所
版
環
境
Ｉ
Ｓ
Ｏ

Ｅ
Ｃ
Ｏ
う
つ
の
み
や
21

Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
の
趣
旨
を

生
か
し
、
手
間
や
時
間
が
か
か
ら

ず
、
中
小
企
業
に
も
取
り
組
み
や

す
い
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ

ム
の
認
定
制
度
「
事
業
所
版
環
境

Ｉ
Ｓ
Ｏ
（
Ｅ
Ｃ
Ｏ
う
つ
の
み
や

21
）」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
取

り
組
み
が
認
め
ら
れ
た
事
業
所
に

は
、
認
定
証
を
交
付
し
ま
す
。

こ
の
制
度
の
特
徴
や
利
点
な
ど

を
解
説
し
た
「
Ｅ
Ｃ
Ｏ
う
つ
の
み

や
21
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
を
、
商
工

会
議
所
と
環
境
政
策
課
（
市
役
所

12
階
）
で
配
布
し
て
い
ま
す
（
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
）。

Y
商
工
会
議
所
1(

637)

３
１
３
１
、

環
境
政
策
課
1(

632)

２
４
０
９

安
全
・
交
通

地
域
防
犯
活
動
リ
ー
ダ
ー

育
成
講
習
会

▽
日
時
・
内
容
　
右
下
表
の
通
り
。

▽
会
場
　
市
役
所
14
階
大
会
議
室
。

▽
対
象
　
３
回
す
べ
て
に
出
席
で

き
、
市
内
で
防
犯
活
動
を
行
っ
て

い
る
人
ま
た
は
、
取
り
組
も
う
と

し
て
い
る
人
。

▽
定
員
　
先
着
50
人
程
度
。

▽
申
込
　
11
月
16
日
ま
で
に
、
直

接
ま
た
は
電
話
で
、
生
活
安
心
課

1(

632)

２
１
３
７
へ
。

体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か

一
日
少
年
補
導
員

▽
日
時
　
12
月
８
日(

土)

午
後
１

時
〜
４
時
。

▽
内
容
　
市
内
中
心
部
の
繁
華
街

を
、
少
年
補
導
員
と
一
緒
に
歩
い

て
回
り
、
補
導
活
動
を
体
験
。

▽
対
象
　
市
内
在
住
の
小
・
中
学

生
、
高
校
生
の
保
護
者
。

▽
定
員
　
先
着
10
人
。

▽
申
込
　
直
接
ま
た
は
電
話
で
、

少
年
補
導
セ
ン
タ
ー
（
中
央
１
丁

目
、
中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
４

階
）
1(

635)

５
８
３
４
へ
。

うつのみや環境大学�
～宇都宮の地球温暖化対策ともったいないを考えよう～�
▽日時・会場・内容　下表の通り。�
▽対象　宇都宮市、上三川町、下野市（旧石橋町に限る）に在住の�
高校生以上で、できるだけ全回出席できる人。�
▽定員　先着20人。�
▽申込　11月1日(木)午前9時から、電話で環境学習センター1(655)
6030へ。�

講義「今、日本が抱える
環境問題」�　��
　　�
映画「不都合な真実」の
上映と解説��　�
講義「宇都宮市の地球
温暖化対策ともったいな
い運動」�　�
講義と実践「里山保全
活動の報告と実践」～
今日までの活動経過報
告と実践～�　�
講義と実習「草木染の
視点から見た自然の活
かし方」�

青木章彦さん�
（作新学院大学女
子短期大学部教授）�　�
高橋若菜さん�
（宇都宮大学国
際学部准教授）�　�
�
宇都宮市職員�
�　�
合田健二さん�
（グリーントラスト
うつのみや）�　�
�
石津富士子さん�
（染色家）�

環境学習�
センター�
（茂原町）�
クリーンパ�
ーク茂原�
（茂原町）�

環境学習�
センター�

長岡公園�
事務所�
（長岡町）�

環境学習�
センター�

１１月１７日（土）�
午前１０時～�
正午�　�
１２月８日（土）�
午前9時30分�
～正午�　�
平成20年１月�
２６日（土）午前�
１０時～正午�　�　�
平成20年２月�
２4日（日）午前�
９時～正午�
　�
平成20年３月�
２２日（土）午前�
１０時～午後３時�

日　時� 講　師� 内　容� 集合場所�

地域防犯リーダー育成講習会�

※内容および講師は、都合により変更することもあります。�

・宇都宮市の犯罪情勢とパト�
ロールの方法�
・地域コミュニティーについて�

・地域安全マップ作製講義�
・地域安全マップ作製実習�

・プロの侵入手口と防犯対策�
・子どもたちの安心・安全を�
求めて�

・県警本部職員�
・中田裕久さん（栃木県ＮＰＯ�
協会顧問）�

小宮信夫さん（立正大学文�
学部教授）�

・富田俊彦さん（警察庁指定�
広域技能指導官）�
・県河内教育事務所職員�

12月１日（土）
午前10時～
午後3時�

12月８日（土）
午前9時～
午後4時�

12月15日（土）
午後0時30分
～5時�

日　時� 内　　容� 講　　師�



ま
い
・
環
境�

 

安
全
・
交
通�

住�

「
な
が
ら
パ
ト
ロ
ー
ル
」
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

パ
ト
ロ
ー
ル
用
ス
テ
ッ
カ
ー
を

業
務
で
使
用
す
る
車
両
に
張
り
、

運
転
し
な
が
ら
子
ど
も
た
ち
の
安

全
確
保
な
ど
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

を
行
う
「
な
が
ら
パ
ト
ロ
ー
ル
」

に
協
力
し
て
い
た
だ
け
る
業
者
・

団
体
を
募
集
し
ま
す
。

▽
内
容
　
子
ど
も
た
ち
の
登
下
校

時
な
ど
に
、
不
審
な
点
や
危
険
が

感
じ
ら
れ
た
場
合
の
警
察
へ
の
通

報
な
ど
。

▽
対
象
　
市
内
に
事
業
所
、
営
業

所
な
ど
が
あ
り
、
主
に
市
内
に
お

い
て
業
務
で
車
両
を
運
行
し
て
い

る
事
業
者
や
団
体
。

▽
申
込
　
直
接
、
生
活
安
心
課

（
市
役
所
２
階
）
へ
。
申
込
後
、

登
録
証
を
交
付
し
、
パ
ト
ロ
ー
ル

用
ス
テ
ッ
カ
ー
を
貸
し
出
し
。

Y
生
活
安
心
課
1(

632)

２
２
６
６

住
宅
用
火
災
警
報
器

設
置
を
義
務
化

近
年
、
全
国
に
お
け
る
住
宅
火

災
に
よ
る
死
者
数
が
増
加
し
て
い

ま
す
。
こ
の
う
ち
、
約
６
割
が
65

歳
以
上
の
高
齢
者
で
す
。
高
齢
者

の
火
災
に
よ
る
死
者
発
生
率
が
高

い
こ
と
か
ら
住
宅
防
火
対
策
を
さ

ら
に
進
め
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者

数
を
減
ら
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

火
災
に
よ
る
死
亡
の
原
因
で
は
、

火
災
の
発
生
に
気
付
か
な
か
っ
た

な
ど
、
逃
げ
遅
れ
て
死
亡
す
る
場

合
が
死
者
数
の
６
割
を
占
め
ま
す
。

こ
れ
ら
の
住
宅
な
ど
に
住
宅
用

火
災
警
報
器
な
ど
が
設
置
さ
れ
て

い
れ
ば
、
火
災
の
早
期
発
見
に
よ

り
、
死
者
数
を
減
ら
せ
る
可
能
性

が
高
い
と
い
え
ま
す
。

■
設
置
の
効
果

米
国
や
英
国
で
は
、
住
宅
用
火

災
警
報
器
な
ど
の
普
及
率
が
高
く

な
る
に
つ
れ
て
住
宅
火
災
に
よ
る

死
者
数
が
減
少
し
て
お
り
、
設
置

の
効
果
が
大
き
い
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。
米
国
で
は
１
９
７
０
年
代

後
半
と
比
べ
、
住
宅
用
火
災
警
報

◎火事などの情報は消防出動情報で 消防出動に関する情報を、電話やホームページでお知らせしていま
すので、ご利用ください。専用電話番号(自動音声)1(624)2441、 http://utsunomiya.mwjp.jp/mobile/?
page=119Y消防本部通信指令課1(625)5500（内線245）
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器
な
ど
の
普
及
率
が
90
％
を
超
え

た
２
０
０
２
年
に
は
、
死
者
数
が

３
０
０
０
人
弱
と
ほ
ぼ
半
減
し
て

い
ま
す
（
左
表
参
照
）。
英
国
で

も
同
様
の
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。

■
義
務
化
の
時
期

▽
新
築
住
宅
　
平
成
18
年
６
月
１

日
か
ら
設
置
義
務
化
。

▽
既
存
住
宅
　
平
成
21
年
５
月
31

日
ま
で
に
設
置
義
務
。

■
義
務
付
け
る
場
所

①
寝
室
②
寝
室
の
あ
る
階
の
階

段
③
３
階
建
て
住
宅
で
、
寝
室
が

３
階
の
み
に
あ
る
場
合
の
１
階
の

階
段
④
３
階
建
て
住
宅
で
、
寝
室

が
１
階
の
み
に
あ
る
場
合
の
３
階

の
階
段
⑤
１
つ
の
階
に
、
一
定
規

模
以
上
の
居
室
が
５
室
以
上
あ
る

階
の
廊
下
。

■
不
適
正
な
訪
問
販
売
に
注
意
を

住
宅
用
火
災
警
報
器
な
ど
の
設

置
義
務
化
に
よ
り
、
不
適
正
な
訪

問
販
売
の
増
加
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

次
の
点
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・
市
場
価
格
は
機
種
に
よ
り
さ
ま

ざ
ま
で
は
あ
り
ま
す
が
、
価
格
は

お
お
む
ね
７
０
０
０
円
前
後
で
す
。

・
消
防
職
員
が
個
人
宅
を
訪
問
し
、

あ
っ
せ
ん
や
販
売
を
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

・
訪
問
販
売
で
は
、
ク
ー
リ
ン
グ

オ
フ
制
度
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

Y
消
防
本
部
予
防
課
1(

625)

５
５

０
０

11月23・24日の羽黒山梵天祭りに伴う�
交通規制について�

▽日時　11月23日(金・祝)午前７時～午後７時。�
▽場所　下図の通り。�
▽その他　11月23日（金）はＪＲ宇都宮駅西口５番
乗場（関東バス）からとＪＲ氏家駅西口（ユッピ
ー号）から会場付近までの臨時バスが運行されます。
24日（土）は、通常どおり運行されますので、公共
交通をご利用の上ご来場ください。�
Y上河内地域自治センター産業土木課1(674)3134
羽黒山�
▲�

西鬼怒川�

主な規制の範囲�

上河内　上河内　�
地域自治地域自治�
センターセンター�

上河内　�
地域自治�
センター�

上河内地域�
交流館�
上河内地域�
交流館�

今
里
下�

国道293号
線�

県
道
藤
原
・
宇
都
宮
線�

東
北
自
動
車
道�

上河内�
郵便局�
上河内�
郵便局�

Ｎ�

：規制区間�
：バス停�

凡例�

米国における住宅用火災警報器等の普及率と�
住宅火災による死者数�

米国では住宅用火災警報器の普及により�

死者数が半減�
▼�

住宅火災による死者数（人）�
住宅用火災警報器の普及率（％）�

�
6,000�

�
4,000�

�
2,000�

�
0

（人）� 100�
90�
80�
70�
60�
50�
40�
30�
20�
10�
0

（％）�

,70 ,77 ,80 ,83 ,86 ,89 ,92 ,95 ,98 ,01

住宅用火災警報器などの設置効果�

火の用心　山火事にご注意を�
～伝えたい　森のやさしさ　火のこわさ～�

　山火事を未然に防止するため、次の事を守りましょう。�
▽たき火の後始末は完全に。�
▽たばこの吸い殻の取り扱いには十分注意を。�
▽火遊びはしない。�
▽森林で「火入れ」を行うときは必ず農村整備課の許可を。�
▽火災警報発令時のたき火などは禁止。地区により、喫
煙も制限。�
▽乾燥注意報発令時の火の使用は特に注意を。�
　山火事を発見したら、至急１１９番および農村整備課
1(632)２４７７へ。�

11月9～15日は秋の全国火災予防運動�
　～火は見てる　あなたが離れる　その時を～�　�
　これから火災が発生しやすい時期を迎えます。火災
予防に努め、火災から生命、身体、財産を守りましょう。�
Y消防本部予防課1(625)5500


